
松原市セーフコミュニティ 

高齢者の安全対策委員会 
活動報告 

報告者 ： 高齢者の安全対策委員会 委員長 吉村 盛善   
所 属 ： 松原市安全なまちづくり対策協議会 会長 
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委員会の構成員：15名 
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【市民団体】 
松原市安全なまちづくり対策協議会会長            吉村 盛善  委員長 
松原市老人クラブ連合会会長                 縄田 榮   副委員長 
松原市老人クラブ連合会副会長                               辻村 一夫  委員 
松原市地域婦人団体協議会会長                                猪木 淑子  委員 
松原市地域婦人団体協議会副会長                             山本 幸子  委員 
松原市民生委員児童委員協議会高齢者・生活福祉部会長          加藤 登紀子 委員 
ＮＰＯ法人 介護支援の会松原ファミリー代表理事             豊永 雅雄  委員 
地区福祉委員会（社会福祉協議会）河合地区福祉委員会副委員長 数井 誠子  委員 
松原市地区保護司会サポートセンター部長           乾  和子  委員 
 
【公的機関】            
松原市地域包括支援センター徳洲会副主任                      森泉 奈津子 委員 
松原市地域包括支援センター社会福祉協議会課長                松川 誠   委員 
松原市 高齢介護課（２）、福祉総務課（１）、障害福祉課（１） 
 

対策委員会の構成 
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高齢化率は約３割に近づく 

出典：介護保険事業状況報告（各年10月末） 
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要介護等認定率の増加を防ぐ取組が重要！ 

出典：介護保険事業状況報告（各年10月末） 

高齢者数の増加に伴って、要介護等認定者数は増加していますが、要介護等認定者

数の伸び率は変動しています。 

要介護等認定率は、増加していますが、高齢化率の伸びに比べると、ゆるやかとなって

います。今後も要介護等認定率の増加を防ぐ取組が重要です。 

要介護等認定率の推移 
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高齢者の転倒・転落の状況 
出典：救急搬送データ 

ｎ＝463 

自宅内 

５７．０％ 

平成２５年度 

平成２６年度 

高齢者の増加に伴い、救急搬送件数は増加 
転倒・転落による救急搬送の割合は６割 
自宅での転倒・転落の割合は増加 
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ｎ＝741 

転倒・転落事故発生場所 

転倒・転落によるもの 

６１．３％ ｎ＝795 

自宅内 

６１．６％ 
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転倒・転落によるもの 

６２．５％ 

転倒・転落事故発生場所 



高齢者虐待の現状① 
平成２５年度「高齢者の虐待防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律に基づく対応状況等に関する調査」より 
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被虐待高齢者からみた虐待者の続柄 

単位（％） 
主な発生要因  
１．介護疲れ・介護ストレス 
２．障害・疾病 
３．経済的問題 
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虐待を受けた高齢者には、認知症の人が５割超 
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出典：松原市高齢介護課 
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高齢者虐待の現状② 

虐待件数 
45件 



課題 

 

対象 

１．転倒予防 

• 取組① 
身体機能低下の予防 

• 取組② 
屋内環境の向上 

２．虐待防止 

• 取組① 
早期発見・対応ネットワーク 

• 取組② 
認知症・虐待の正しい理解・啓発 

６５歳以上 

•介護予防対策の必要性を認識し
た割合の向上 

•屋内危険箇所の周知割合の向上 

•環境改善の実施率の向上 

全年齢 

•地域の高齢者の把握数の向上 

•見守りから虐待相談につながった
件数の増加 

•認知症に対する理解者数の向上 

8 

課題と対象 



報告：取組① 身体機能低下の予防 

新たに介護予防教室を増やしたことで、参加者も増加！ 
アンケートにより、参加者のほとんどが介護予防対策の必要性を認識 9 

出典：松原市高齢介護課 

平成２５年 平成２６年 

わくわく筋力トレーニング教室（一般部門）     190回 1,043人    184回 1,040人 

わくわく筋力トレーニング教室（経験者部門）     120回 4,801人    120回   5,332人 

お達者体操くらぶ   36回   759人      36回   763人 

やさしい筋力トレーニング教室       96回   558人    96回   568人  

転倒予防教室         9回   149人      10回     205人   

元希者うた体操    9回     151人 

出前講座    1回       44人 

対策委員の各団体による教室・講座等   53回    2,102人   130回  5,000人 

合計    504 回   9,412人   586回 13,103人 

転倒予防教室の様子 やさしい筋力トレーニング
教室の様子 

課題１ 転倒予防 

老人クラブ連合会、
民生委員児童委員
協議会、地域包括
支援センター、婦人
団体協議会、ＮＰＯ
法人介護支援の会
松原ファミリーにお
ける取組です！ 

New! 



いいえ 
39.2% 

無回答 
7.0% 

ｎ＝143 

アンケート回答者の約６割が、屋内環境の見直しを実行 
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具体的に見直した箇所 

 
・廊下に手すりをつけた 
・階段の滑り止めをつけた 
・スリッパを履かない 
・床に物を置かない 
 

パンフレットを見て、 

自宅の環境を見直したか？ 

 

出典：松原市高齢介護課 

課題１ 転倒予防 

報告：取組② 屋内環境の向上 

      ぬ れた場所 

    か いだん 

 かたづけていない部屋   

 ぬかづけに注意！ 

はい 
53.8% 



報告：取組① 早期発見・対応ネットワーク 
          （情報共有）（見まもり活動） 

松原市高齢者等見まもりチーム安心チェック訪問実績 

   

 見まもりチーム安心チェック訪問の実施地区は年々増加し、 
 関係機関との連携が強化されている！ 
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出典：松原市社会福祉協議会 

見まもりチーム会議 
の様子 

見まもりチーム安心
チェック訪問の様子 

課題２ 虐待防止 
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平成２７年８月末現在、 
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（人） 

12 

376人 

562人 534人 
562人 

   
   

     平成２６年度 １８回実施 
 

  （実施対象者） 

 高等学校 １か所 

 松原警察署 

 松原市食生活改善推進協議会 

 金融機関等 

 

   
  

出典：松原市高齢介護課 

課題２ 虐待防止 

報告：取組② 認知症・虐待の正しい理解・啓発 
         （認知症サポーター養成講座） 

517人 



【転倒予防】 

• 介護予防のための教室に参加できる人が限られている
現状で、参加できない人へのアプローチができていない。 

• 啓発パンフレットを配布しているが、筋力トレーニングを
継続して実施することが難しい。 

• 筋力トレーニングの定期的な効果測定が実施できていな
い。 

 

【虐待防止】 

• 幅広い年齢層の市民へ認知症についての正しい理解を
深めるための普及啓発が充分でない。 

• 高齢者虐待等の相談窓口の周知が充分でない。 
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現在の課題 



【転倒予防】 

• 元希者エクササイズのＤＶＤを活用し、市オリジナル
の転倒予防体操の普及に努めます。 

• 筋力トレーニングの効果測定について、定期的に実
施し、分析を行い、転倒予防に努めます。 

 

【虐待防止】 

• 認知症サポーター養成講座の充実、小・中学校や 

  高校・大学、商店、公共機関等で講座を開催し、    

  幅広い年齢層の人に認知症や相談窓口について 

  理解してもらえるよう努めます。 
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今後の取組について 



ロビーに転倒予防のパンフレットや認知症
に関する冊子等を置いています。 
ぜひ、ご活用ください！ 

各地域で認知症サポーター養成講座が開催
できます。 

ロビーにチラシを置いていますので、ご自分
の地域でも認知症サポーターの輪を広げま
しょう！ 

詳しくは高齢介護課までお問い合わせください 
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ご清聴ありがとう 
ございました 

大阪初！ セーフコミュニティ国際認証都市まつばら 

『みんなでつくる 安心・安全なまちづくり』 
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１１月１４日土曜日 

午前１０時から市役所
で認知症サポーター
養成講座があるよ！ 
チラシを見てね♪ 


